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田んぼのあぜ遭には、彼岸花が溝闘です。稲刈りをすませた田も増えてき
ました。これから、実りの教本書ですね。

さて今回iま、町散について、ざっ〈ぽらんに語り合う会をもったり、
合併問題についての学習会に参加したりじました。そして選挙では、くらし

の学習会独自の活動が展開できました。

8月例会報告 p2 

市町村合併について学習しました。 ……一……ー……一一 向

政策槍争にもとずいた公正な選挙を望むとともに、住民の判断材科

になればということで、町長候補の2名の方に公開質問状を提出し、

住民に昆布しました。 一一一 向

会員の投稿

日本人と英語 p10 

届iす、この顕い pl1 

この夏を振り返って p17 

雑感 p18 

モネの躍を訪ねて ……ー…一一一一一一一一一一 p19 
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8月例会報告

8月例会は、 5日(土)午後8時から林宅で行いました。昼間の例会には参加

できない会員への配車と、男性の参加も望めるのではないかとの期待からでし

た。結果、この目的は、大いに達成され意義のある例会となりました。以下の

テーマについて、ざっくばらんに意見交換・情報交換ができたことは大古かっ

たと患います。

珪L虹主主金並置麗ζ':)v.lエ
重信町も当然この問題は避けて通れない。 2005年の期騒付きで、国か

ら合併に関する特例が提示されているが、合併のメリット、ディメワッ

トを客観的にあげ、その中で、重信町の将来にとって、どのような選択

がベターかを考えていきたい。衆議院議員選小選挙区のような、単なる

数あわせの合併にはしたくないものだ。特例法の市の最短条件4万人は3

万人に最近変更されたとのこと。

ゴミ問題の説明会のように、訣まってから説明を受けても意掠がない。

どのように決定するかの判断の材料になるように苛住民の意見を騒い上

げるための事前の懇談会を何度も開いてもらいたい。

重信町のホーム企ご之

のぞいてみたふただいま準備中という事で何もなかった。立誠な庁

舎が出来たのに、これでは、ちょっとお粗末。これからの時代との分野

の充実を望みたい。

金控盤金~自産の野菜@米ヂ{官立工民L主主よ主主主運動

若いお母さんたちの間でこの運動が超こっていて、署名も集まってい

る。

五之主fjレプランについて
数年前に持ち上がった愛大付属病院看護婦さんたちからの夜間保育・

24時間保育の要望について、今どうなっているのだろうか。

子供を生み膏てる入、子供の数を増やすために、行政が多議なサーゼ

スを提供するという基本的な観点に立って見た場合、住民の保育ニーズ

を構たすためにも、例えば町主擢による保青士の養成講座の実現ができ

ないだろうか。

題住忌ι国主民自融通
重信町も新住民が6害jを超えたが、 i日住民との融和がうまくいってい

るのだろうか。

持率、見奈良地Eまでは、子供の少年式の時、地区の青年団が新住民-

18住民の}3ljなく神社と一体となって祝いの行事をしてくれて、感識した

ーーネー



ことカTあった。

伝統芸能などの継承を通して、融合がほかれるのでは註いか。

祭りや葬晴子舞など宗教色を含む伝統行事は、みんなでやるということ

は無理なのではないか。

監金盤底豆!盟議会ι三位エ
各地区で、町政にたいする意見を求められても、なかなか出しにくい

し、深められない。テーマごとに地区別でやるというのは無理だから、

テーマごとに、地区の垣揺を超えて懇談会を開いたらどうか。その開催

のお知らせは、広報なりインターネットなりを通してしらせればよい。

旺謹企ι♀必工
静聴に行きたくても、日韓がわからない。事前に広報などで知らせて

抵しい。また、議会報告は、もう少し詳しくして}ましい。誰がどのよう

えまことをいったかもI広報が紙爵上無理えまら、インターネットなどを適し

て知らせて抵しい。

前への章毘書ぷユUエ
去年だったか時民から町長へ意見を出すという事があった。一部工広報

でどんな意見が出たか公表されたが、他の意見について泣どう立ってい

るのか、実行されたことがあったのかどうか知りたいものだ。

盤童話主立主主4ヱ金活盈ι2心工
地域ボランティア活動のーっとして大いに評植できる。実際にしてみ

て、保鍵婦の仕事がいかに大変で、人数も十分ではないことが判った。

健康についての関心も増した。地の分野にも広げていったらいいのでは

ないか。

いろいろな意見が出、情報が交犠できたように患います。これを、

町にどのように伝えていくか今後の課題だと患います。

CT.H) 

-3-



~μs野~ :ti't;t車道l!llO3静寂段?~
-・月-切-守i

皐皐皐墨車車率五:L
高速道路ができた号、インターネットの

発達などによって、あなたのお住まいの

市町村の区域を主主えてf包括をするのが

率.:t..:..轟轟基丘基立
急速な高齢化社会への進行iこ伴って、1]

i見積な市町村では、介護保険等の行政サ

ーピユのレベルを総持することが思議E

になることが予怨されます。

地方分権が実行の段階となり、霞己決定匂

ιιムL島鼻立」塁¥
国・地方を滋じた借念残高が主主さ先進属

中で最惑の状況になっており、法礎的な

行政サービスの提供，!こ交際がないよう

市町村が住民の期特iこ応えていくためには

[(1)鐙箆の主主諸国の誌がりに対蕗したまちづくり7
③市町村行政サービスの円三しの維持、批 f の必要性治則討。

これらの諜題に対応する方策として、

市町村会部が有効な手段oひとつであると考えられています。
しかしながら、市町村合静には、次のようなメワットとデメリットが想定され、

合静に当たっては、メリットを吏に活かし、デメジットをできるだけ少なくする

ような務で進めていく必要がありますG

! メリットと君われているもの〈例〉司時時 それ iこ対する原論

!・広士義的な観点からのまちづくりが可能となる ;・合併しなくても、京域行政で対応できる ! 
I '保健婦、土木技鯨等の専門事霊長が培強できる ;・法域連携や犠員の資賀i向上で対応できる i 
I .管理部門の効率化により行政経費が節約できる行財政改革で、ある軽震の経費を節約できる

i デメリットと言われているをの (例〉 時坤==> それは対する反論

I 'r.重器地域がさびれる :禽合併しえよけれ民地域全体が(涜辺地土まは吏1:::)さびれる i 

I .住民の意見が行政に癌きにくくなる い地域の意見を聴く仕組みの活用で意見が履く

i .地域の連帯惑が薄れ、コミュニティが議壊する地域社会の振興!こ配車した範策で解決できる

市町村会側、関係市附が地域住民の意向を踏まえ、息ら決定していく竺竺ジ

県で!j:，地域における合併論議の資料を建供する趣旨で

市町村の合併のパターン等を含む要織を議定ゆですc

-t;--
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市
町
村
合
併
に
つ
い
て
考
え

よ
う
i
。
温
泉
郡
童
信
町
田
窪

の
町
民
会
館
で
こ
の
ほ
ど
、
県

市
町
村
合
併
推
進
要
綱
策
定
検

討
蜜
員
会
長
を
務
め
る
藤
田
節

夫
愛
媛
大
教
授
が
「
地
方
の
時

代
と
合
併
」
と
題
し
て
構
演
し

た。
同
町
の
生
活
文
化
女
性
塾

(
西
国
芳
子
塾
長
、
一
エ
十
二
人
)

が
主
催
。
同
女
性
塾
メ
ン
バ
ー

の
ほ
か
、
同
町
職
員
や
近
隣
の

川
内
町
な
ど
か
呈
八
人
が
参

加
し
た
。

藤
自
教
授
は
、
合
併
し
た
場

合
と
し
な
い
場
合
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
示
し
た

上
で
、
各
自
治
体
が
H

政
策
立

案
自
治
体
μ

と
し
て
①
首
長
、
一

害
加
者
か
ら
「
議
論
の
起
き
一

な
い
中
で
、
住
民
に
知
ら
さ
一

れ
な
い
う
ち
に
合
併
が
決
め
一

ら
れ
る
の
は
避
け
た
い
」
と
一

の
酉
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
だ
一

れ
が
議
員
に
な
っ
て
も
閉
じ

と
思
う
の
で
は
な
く
、
自
分

た
ち
の
力
で
議
員
を
選
ぷ
の

だ
と
い
う
意
識
手
持
つ
べ
き
」

と
行
政
に
対
す
る
積
極
的
な
参
.

加
を
呼
ぴ
掛
U
る
な
ど
、
議
論

は
白
熱
。
予
定
の
時
聞
を
オ
ー

バ
ー
し
て
同
日
の
舎
が
終
了
し

た。
同
女
性
塾
で
は
今
後
、
塾
生

だ
け
で
な
く
、
一
般
住
民
も
参

加
し
た
、
行
政
や
女
性
の
社
会

参
画
な
ど
に
関
す
る
勉
強
会
を

開
い
て
い
き
た
い
と
話
し
て
い

る。，

r 

重
信
の
女
性
塾

合
併
テ
!
マ
に
講
演
会

議
長
、
議
員
が
地
域
づ
く
り
の

ポ
リ
シ
ー
手
持
つ
こ
と
⑨
施
殻

な
ど
の
H

箱
も
の
H

よ
り
知
恵

に
金
を
掛
け
る
こ
と
⑨
市
民

の
意
識
改
革
の
必
要
性
!
を

挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
i
ス
に

つ
い
て
説
明
。
‘
「
最
初
に
合
併

あ
り
き
で
は
な
く
、
地
棋
の
政

策
立
案
能
力
が
必
要
」
と
訴

え
た
。講
演
の
後
、
問
教
授
、
参

加
者
が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
語
る
藤

田
教
梗
(
右
)
の
話
に
耳

を
傾
け
る
嘗
加
者



くらしの学習会は、主に重信町に住んでいる主婦のグルー

プで、 8年前に発足しました。丹 1度の例会?をもち、くらし
に関わる議々な問題をその都度私たちなりに学習してきま

した。例えば、水問題からは、三ケ村泉の絵葉書作成へと活

動が広がりました。

これからの私達のくらしに関わる開題には、 2005年をめ
どに論議しなければならない市町村合併、今年から施行にな

った介護保険、見醸しが検討されている中予分水、来年 4

月完全実擁予定的容器包装リサイクル法等があります。

重信町で誌、 201世紀最後の今年、 21世紀の町政を託す
町長@町議開時選挙が行われます。次期4年間の時政を担う
町長は、今までにも増して重要な問題を担える事になると考
えます。

ぞとで私達は、町長候補の方々の考え方及び姿勢を知りた
いと患い、資関状を送らせていただきました。

お忙しい中、迅速かつ誠意ある問答をお寄せいただいたこ
とに大変感識し、感謝しております。

お二人の候補の留答が少しでも町民の皆撲の選挙に対す
る関心の向上につながれば、これほど幸いなことiまありませ
ん。

なお、文面は全て原文のまま掲載させていただきました。

くらしの学習会

嚢鰻韓謹襲欝聾鑓題意薄Hl11号喜一号

くらしむ学謹金
零時ト鑓髄 聾寵08意向事64-695寄



L 今盛んに市町村合併問題が論議されていますが、あ抵たは、重信町にとって

合併はt必要だと考えますか。

もし必要だと考える場合、どこと合辞するのが重信町にとってよりよい選

だと考えますか。それはどうしてですか。

もしお要ないと考える場合、どのような生き残昭策を考えていますか。

(和田はるき氏) (麓部きよはる民}

合併開題については、そのメリット、ヂ! 重信町には率、要ないと考えます。

メリットや重信町における将来にわたってi合併が畠喪だとすれば、町民投票にて訣
の問題点などを住民の方に槽報を公開し、 i定させて]貰きたいと考えています。
住民・議会・理事者ともに話し合って対処

して行きたいと考えています。

2. 介護課験がスタートして6か月足らずになりますが、重信町では何か問題が

起きていますか。

拘か問題があれば、その解訣のため、重信町盤自の施策は考えていますか。

{和田氏) 〈捜部氏)

，介護保険がスダートし、 6か月が経過しi現時点において、具体的な問題はないと
ていますが、重信町では特に問題となってi患います。

いるということはありません。要介護蕗定|公約として、沼町舎跡に重信町町営の稿

者も約 600人となっていますが、 1号保験i祉擁設として老人ホーム、知的・身体障害
者の保験料の離収が始まることもあり、今i者的作業所等の建設をあげており、介護保
後もケアプランや介護課験の需要動向に控j験だけでなく、福祉全戴に力を入れ、福祉

意しながら、的確に対応して行きたいと考iの充実した町づくりを考えています。

えています。さらに要介護にならないため

に、島立している高齢者の方へも今までの

レベルを蕃とさないよう、プォローを町が

強自に行いたいと考えています。

-7-



3. 重器町の今後の水問題についてどう考えますか。(中予分水事業についても

お答えください。)

{和田氏} 〈渡部氏)

制年並の降水量があれば十分まかなえまi本来公皇室で行うものでありますので、本
す。ただし、.異常揚水となれば諜却な状現i町も全力で協力すべきものと考えます@

にtJ.ります。

町内の新規水腹地を開発し、中予分水も

握野に入れてj;fj;与していきたいと考えてい

ます@

4. 擦やさないゴミについて、現在の方法でいいと考えていますか。

よくないと考えている場合、どのようにしたらいいと患いますか。

(和田氏) I (護部氏)
勝、やさないごみについては、すべてがリ! 徐々に分別をより翻分記していくべ曹と

サイクルされてはおりません。 I考えます。
今後もより翻分化された資諒{むを自指i上記のようにしてlJサイクルできるもの
しも進んでいくと思いますが、 「容器包装iは十分に活用するべきと考えます@
リサイクル法j に定められているように、

事業者・市町村@消費者がそれぞれの投観

を果たしていく社会づくりが求められてい

ます。

可撚ごみや粗大ごみを含め、埋め立て地

の寿命の問題や資掠の有効利用の商かち皆

撮のご意見とご協力をいただきながら、鍾

壊型社会の建設に向けて努力していきたい

と考えています。

5. 構報公開についてどのように考えていますか。

情報公開できおいものがあるとしたら、それはどういう事棋はついてです

か。

{和田氏) {渡部氏)

来年度より実施予定で‘現在準舗を進めi槽報公開は必ずすべきものであり透明匙
ています。 行政こそが本当の行政です。今回県の情報

公開において私方も多数の事がわか暫まし

た。

iプライベートな槽報は公開できないと患

いますe行政については、情報公開できな

いものはないと考えています。
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に
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。
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に
従
い
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縁
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瓦
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。
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つ
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叫
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川
洲
市
一
無
関
心
層
の
取
り
込
み
が
欠
か
一

こ
れ
ま
で
間
町
の
選
挙
は
一
和
田
氏
が
町
長
に
就
任
し
て
一
せ
な
い
。
和
田
氏
が
こ
と
あ
一

「
あ
ま
り
波
風
の
立
た
な
い
』
一
八
年
間
、
大
き
な
失
政
は
見
あ
一
る
ご
と
に
雷
う
「
住
民
参
加
」
一

ωが
特
徴
と
雷
わ
れ
た
。
し
か
一
た
ら
な
い
。
総
合
公
開
建
設
は
一
易
苓
後
、
ど
の
よ
う
に
実
の
あ
一

U
今
回
は
~
現
在
の
町
政
に
疑
一
軌
道
に
乗

u-
今
春
に
は
新
庁
一
る
形
に
し
て
ゆ
く
か
が
間
わ
れ
一

世
姦
げ
か
け
る
ピ
ラ
が
数
度
一
合
主
成
。
上
下
水
道
の
樫
巾
一
る
。
一

ιわ
た
り
各
戸
に
配
ら
れ
、
こ
一
基
盤
整
備
も
本
格
化
し
つ
つ
あ
一
一
方
、
間
回
避
と
な
っ
た
町
一

位
反
撃
す
る
ピ
ラ
も
出
回
る
る
。
並
行
し
て
大
型
商
業
施
設
一
議
選
法
品
か
ら
定
数
ニ
減
と
一

体
ど
、
異
色
の
様
相
と
な
っ
た
。
一
な
ど
の
民
間
資
本
が
相
次
い
で
一
な
り
、
激
戦
。
各
候
補
は
地
元

半
面
、
住
民
か
ら
は
興
ざ
め
の
一
流
入
。
有
植
者
数
は
一
九
九
二
一
興
固
め
と
地
区
外
へ
の
浸
透
を

円
が
聞
か
れ
、
闘
の
ム
i
ド
も
一
年
の
適
挙
と
比
べ
約
二
千
五
百
一
図
っ
た
。
候
補
者
の
な
か
に
は

蹴
っ
た
。
い
・
一
人
増
え
、
松
山
市
の
ベ
ッ
ド
タ
街
宣
車
の
使
用
を
や
め
九
ハ
ン

両
氏
は
保
守
系
舞
臓
で
出
一
ウ
ン
と
し
て
一
周
、
都
市
化
が
一
ド
マ
イ
ク
室
内
手
に
地
区
内
外

励
。
補
祉
や
環
境
対
策
な
ど
を
一
進
ん
で
い
る
。
務
}
歩
い
て
選
挙
運
動
を
し
た
ケ

ー
ス
も
あ
り
、
同
町
の
選
挙
ス

タ
イ
ル
に
一
石
を
投
じ
た
。

新
人
五
人
は
す
べ
て
当
選
。

伏
温
出
読
書
町
の

渇
会
主
婦
ら
で
つ
く
る
一

釦
M
「
〈
ら
し
の
学
習
会
」
一

関
婦
(
林
智
子
代
表
、
約
四
一

公
注
十
人
)
は
昔
、
重
一

に
宮
僧
町
賢
一
翠
の
籍
一

者
長
者
二
人
に
今
後
の
町
一

s-湘
嗣
政
の
彊
に
つ
い
て
一

d
一
信
重
考
え
議
く
公
開
質
一

人
一

2

問
状
重
出
。
七
日
一

ピ
喧
で
の
回
答
案
め
て
い
る
。
一

o-
簡
状
は
マ
市
町
村
A
罫
マ
一

。
;
一
介
護
保
険
マ
水
問
題
マ
ご
み
間
一

き
号
情
報
誌
!
に
関
す
る
五

一
項
闘
。
自
由
に
記
述
し
た
回
答
一

い
一
を
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
子
〆
一

岬
陽
一

1
ル
で
送
る
必
つ
裏
襲
。
結
果
一

昨
勾
一
は
チ
ラ
シ
な
ど
で
住
民
に
公
表
一

ー
ー
に
す
る
予
定
。
林
代
表
は
「
今
西
一

同
一
の
選
挙
明
ん
は
大
差
震
に
な
一

島
t
h

る
は
ず
の
市
町
村
合
併
な
ど
、
一

!
一
各
候
補
者
の
考
え
が
有
橋
者
に
一

一
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
項
目
ご
と
一

一
に
候
補
者
の
ス
タ
ン
ス
を
明
ら
一

一
か
に
し
、
投
禦
の
判
断
材
料
に
一

一
し
た
い
」
と
帯
し
て
い
る
。
一



日本人と英語

r21世紀日本の講想J懇談会が提唱している「英語の第二公用語化j をめぐ

って向か言いたい自分を常に感じていた。確かに、今日、世界の言語の中で、

英語は国標ピジネスと政治の面で世界の共通語としての地殺を得るようになっ

きているという点は否定するつもりもない。しかし、日本人の英語能力を高

めるために軽い気持ちで英語を第二公用語にすべきと考える事自体言語にたい

する日本人の感覚を物語っているように思えてならない。公崩語の定義は?

れも含めて問題提起したのだと懇談会の麗長である開会隼雄民拡言っているが、

それではあまりにも無費佳ではないのか。公用語とは、そもそも留民に習捧を

義務づけるものではなく、出来るだけ成い範囲の国民に公平に行政サーピスを

提換するために政府が鑑用する言語という意味だから、もし日本にそれが必要4

だとすれば、英語以外にも公用語にすべき言語はあるはずだし、自本人の英語

能力を高める為にという呂的とも主ij成結びつかない。それでも、鍔論英語は話

せた方がいい。では、どうすればいいか。政府培、英語の早期教育をもくろん

でいる。

これにも、私は異論告挟みたい。英語iこ讃りきれるような環境を用意できれば

また問題は別だが、 (もし出来るとしたら、それはそれでまた他の問題を生じ

る可能性はあるが)早期英語教育をしたからといって、本当に必要な英語力が

身につくとは思えない。言語の習得において抵、話器界賂飯説というのがあって、

これは、子供の言語発達にはどの時期よりも容易に言語を獲需できる期間があ

るという理論で、これによると臨界期は思春期(およそ 12"-'協議ごろ)までつ

づき、言語習得はこの時期を過ぎるとより簡難になるということである。した

がって、第二言語や外国語を習得するのに適した時期とされているというとと

英語の!f-期教育の担拠ともなっているのかもしれない。しかし、この臨界

臨時母語に関する習揮にとっても重要な時期に当たるわけでこの時期にしっか

号した呂本語教育をして、日本語で論理的に考え、思考したことを筋道たてて

話す語I!鱒を十分トておかえ主いと、その能力は身につかないということにもなる。

英語を早期に教青するということは、日本語教育がおろそかになるということ

を必然的に意味するのではないか。その結果が、母語でさえ講足に自分の意見

を述べちれない人間を育成することになるのではないか。また日本語のみなら

ず、日本人が入間として当然身につけるべき基礎知識、考えるための土台とも

なる知識の獲得にも露響を及ぼすのではないか。

言葉はあくまで手段にすぎない。関われるのは、それによって表現される中

身である。話す中身のない人がどんなに流暢にきれいな英語を話してもそれが

どんな意味があるというのだろうか。
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自噴日本語を外麗人に教えていて!感じるとと培、話したいことがた〈さんあ

る人は、自本語がなんとかじようずになりたいという意欲がすごく、上達も速

い。反対に話したいことの少ない人法、語童書の獲需が遅く、上達も遅い。また

大人でも決して語学の習得に遅すぎるということはないと思う。現iこ1年で何

不自由なく話せるところまで行き着く人は結構いる。(但し、臼本語の場合、

読み書きまで含めるとなかなかそうはいかないが〉いかにその言語を話したい

という気持ちが強いかにかかっていると予言っても過言でiまない。

英語的早すぎる教育には異論を挟みたいがも中学以上の英語教育の充実には

大いに賛成である。今のままでいいとは決して患わない。特に英語助手制度の

撒農的利用をのぞみたい。英語助手と言わず英語の時開の何コマかを、完全に

被等に佳せたらいかが芝ろうか。文法、読解は自本人の先生が担い、ヒヤリン

グとスピーチは完全に native speaker に任せたらどうだろうか。私の場合、

英語助手からの不満をよく関〈機会があるので、お審議蓄えいでやりがいがない

という彼らの主張ももっともだと思うからでもある。また専門分野での英語に

おいては、やはり専門の英語教育が必要であるし、目的を持った語学教育誌や

り易いとも君、うのである。すべての留民が英語をじようずに話せる必要立どな

いと思う。必要に応じて、語的応じて養成する機関と、教育誌がしっかりして

いれば、後は本人の意欲次第というのが、外国言語教育の本賢だと思う。外圏語

以前に、話したい内容、話せる内容をいかにたくさん持った人間たりうるかに

まずは神経を注ぐべきであろう。 (T，H)

騒け，この麟い

子どもの学力鑑下が取啓上げられるように語ってAしい。霊母骨量年接

的新学審措連事襲舗では、鞍曹内容をさらに勅語審i捕らすそうだ。現在

でも大学の饗識が成静立たえtくなったと嘗われている中、これ路上

教育肉筆撃を麟織して、自本iま一体どこへ特こうとしているの品、

i詮顎?立、普段でも権購は、とてもうかなくなっている。夏休み者どの

畏離の体みにも構露軍i立出さない、というのが主嫌だ。

一一 {I… 



ここ重信町内の小学校でも、夏休み中の宿題はほとんrなかった。子
どもがのびのびできていいではないか、と思われる方もいらっしゃる

だろうが、子をもっ親としてはそんな気持ちにはなれないe学習は、

反復することによって身に付く。特に小学校レベルの基礎段階におい

ては。

私は、本屋へ走り、問題集を購入したが、聾へ走った家庭も多かろう。

夏休み前、新聞の撃のチラシの多いこと。塾も親の不安を知っている。

かき入れ時なのだ。“短期集中講座"“夏季講座"などという名で、数

万円から 5万円程度の費用がかかるのにも驚いた.親というものは、

我が子のためと患えば、 1ヶ月 5万円ものお金を支払うのだ。このワラ

にもすがりたいような気持ちは私も閉じ、よくわかる。

しかし、だ。そもそも学カはそんなに一朝一夕に身に付くものではな

いのではないか。毎日のコツコツとした積み上げしかないと思うのだ

が。それに、我家の家計では、成果があるかどうかわからないものに

数万円もかけるわけにはいかない。これは、本当につらい。

教育が家庭の経務カに左右されるのではー教育の機会均等という面で

問題なのではないか。大学などの高等教育ならまだしも、義務教育の

レベルにおいて。公教育は、その使命を果たしているとは言えないと

思う。

子どもは、一日の活動時間のうち、ほとんどを学校で過ごす。その学

/校での学習指導をもっと充実させてもらいたい。何も詰め込み式の受

験勉強を望んでいるのではない。私たち普通の親が求めているのは、

社会人として生きていく上で必要な基礎基本の学習の習得なのだ。文

章の語解、漢字の読み書き、少数・分数の計算、社会科なら、常識的

な地理や地名など。今や、それさえ危うい状態だと思う。

f自主性重視Jrゆとりjなどの美名のもとに系統的な学習をおろそか

にしてきではいないか。反復が必要な学習に対し、手を抜いてはいな

いか。学習が遅れがちな子どもに対し、居残してでも理解を手助けし

てやろうという熱意をもっているか。真撃に反省していただきたい。

一一 1ユ一一



しかし、ここで学校関擁護fを費めてみでも開題が解決するわけではな

い。学校i立、麗の方針に鍵っているだけなのだから。文部省は、 f創造

性jや f生きる力j ということをひきあいに、教育内審や襲業時数を

費IJ織する。しかし、基礎学力の無い者に創造牲が身に付く釈がえZいで

は設いか。そもそも f翻造性j者どというものは、襲撃大かつ莱続的えま

基礎知識に支えられてこそ発現するものではなかろうか。そして、 f生

きるカjとは一体締訟のか。子どもにとっては、基礎基本の習熟こそが

f生きるカjになると、私は患うのだが手

昨年ぶ重構町に在住の外麗人の方記、時本的教育について語っていた

だいた学校があった。中関の方と繭アジアの方がおられたが、異口開

晋iこいわれたことは、 f笹本にいては子どもの学力がつかえまい。本麗の

子どもの方がよく勉強する。錯豊富した畿が，む離だj ということだった。

こんな状鱒が鰻いて、時本は4-畿世界の中でどういう位置を占めてい

くことになるのだろう。そして、関毘のレベルが下がっていくような

方針をとるのは、えまぜえまのだろう。麗廃の知的レベルが下がった方が

草案拾がやちやすいからだろうか。これでは、 fいつか来た道Jではない

か。まさか、そんなことはえまいだろうとは思うが。轄のスケ-}レがと

ても大きくなってしまった。揺を先に麗すと、とにかく畿の麟いと教

育の方針がどんどんかい離してきているということだ@

では、現行の中で、私たちができることはないだろうか。そのとント

として、東京の立問、第九小学校の融事組み毒どあげてみる。詳しくは

畿の新開切り披きを言語んでいただくと分かるが、地域や家躍からボラ

ンティアとして学校へ出向いて、費識の蓄量尊告をするというものだ。

学校長の裁量にかかっている菌群大きいため、この実現はむずかしい

面もあると思うが、子どもの学力持畏のため位、学校はもっと努力し

てもらいたい。少なくとも襲業はできるだけカットしないで時しい。

iまとんどの親i立、好んで豊島へ行かせているのではないし、まだ学校を

信じて、学校と家麗学習中心に学Iませている親もたくさんいるのだか

ら。
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オ
レ
ン
ジ
色
の
火
が
校
舎
麗
上
か

ら
障
り
て
く
る
。
ケ
ー
ブ
ル
を
伝
わ

っ
て
校
躍
の
聖
火
台
に
吸
い
込
ま
れ

る
。
子
ど
も
た
ち
の
自
の
前
で
、
鮮

や
か
な
突
か
立
ち
上
が
っ
た
。

横
誤
市
の
あ
る
市
立
小
学
校
σ
春

の
大
連
動
会
は
華
や
か
な
讃
出
と
歓

声
で
始
ま
っ
た
。

計
画
じ
た
の
は
子
ど
も
た
ち
。
ダ

ン
ヌ
の
振
り
付
け
も
自
分
ら
で
考
え

こ。
ず
'e

ζ
の
学
校
で
は
、
衰
の
宿
泊
学
習

や
秋
の
文
化
集
な
ど
、
行
事
す
べ
て

韻語新

2orJO、昔、31

を
子
ど
も
た
ち
が
取
り
仕
切
っ
て
い

る。

醐

醐

醐

鵬

中
学
ニ
年
生
の
り
ョ
ウ
タ
君
は
ζ

の
小
学
校
の
卒
業
生
だ
。
難
問
入
試

そ
実
離
し
て
中
高
一
寅
の
有
名
私
立

中
学
広
合
格
し
た
。

小
学
校
は
楽
し
か
っ
た
。
友
達
と

一
轄
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
に
つ
い

離

醐

醐

子
ど
も
の
自
主
牲
を
重
視
し
た
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
そ
始
め
た
の
は

開
館
前
か
ら
だ
。
ニ

O
Oニ
年
度
か

ら
の
新
学
習
指
導
要
舗
に
盛
り
込
ま

れ
る
「
繋
誌
な
学
習
の
時
間
」
そ
で
調
べ
て
文
佑
襲
で
発
表
し
た
り
、

先
行
す
る
形
で
試
み
て
き
た
。
学
校
の
花
揮
で
生
ゴ
ミ
か
ら
肥
料
を

校
長
は
「
人
に
吋
さ
せ
ら
れ
る
学
つ
く
る
方
法
そ
試
しl
枕
初
比
札
杭
V

び
』
か
ち
、
自
分
か
ら
吋
ず
る
学
'
ー
そ
の
代
わ
り
1
1
i

漕
樋
防
髄
隣
結
晶

び
』
に
輩
記
っ
た
。
一
人
ひ
と
り
の
~
ま
り
し
な
か
っ
た
。
行
事
の
た
び

z
z
t自
E
E
Z
5
2
5
E官
官
自
量
E
Z
a穫量

成
長
が
実
感
で
き
る
」
と
胸
そ
張
に
、
準
備
の
た
め
授
業
が
つ
ぶ
れ
た

延
部
省
官
書
留
寵
事
竃
弘

る

。

せ

い

だ

。

-
曇
ト
馳
掛
は
進
学
塾
で
し
た
」
と
思

っ
て
い
る
。
趨
四
日
通
い
、
世
界
各

閣
の
首
都
を
す
べ
て
覚
え
ベ
間
形
に

補
抽
出
零
引
い
た
り
裏
返
し
て
く
っ

つ
討
た
り
と
、
算
教
の
難
聞
に
も
挑

戦
し
た
。
正
解
を
競
い
合
う
塾
の
友
達
は
、

気
の
置
け
な
い
学
校
の
友
達
と
は
違

う
「
尊
敬
で
浸
る
ラ
イ
バ
ル
」
だ
っ

た。

盟

輯

「
劇
の
ぜ
り
ふ
そ
一
生
懸
命
考
え

れ
ば
、
ぞ
れ
が
国
語
の
勉
強
に
な
↑

る
」
。
六
年
の
時
の
担
任
が
、
行
事

校
長
は
「
机
上
の
勉
強
よ
り
大
切

な
ζ
と
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
基
礎

学
力
を
保
証
す
る
の
は
学
校
の
役

目
。
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
先
取

り
で
捜
業
時
間
も
融
通
し
や
す
く
な

っ
た
の
で
、
き
ち
ん
と
学
習
し
て
い

く
」
と
話
す
。
(
カ
タ
カ
ナ
は
仮
名
)
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告
そ
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は

P

弘、。
，LH'
u
w
 
塾
に
通
ろ
子
に
は
学
校
の
授
業
は
退

屈
に
な
り
、
授
業
レ
ベ
ル
そ
下
げ
れ

ば
十
恰
佐
罷
慢
性
悦
胤
唱

な
学
習
の
時
間
な
ど
、
体
験
を
通
じ
、

「
考
え
る
力
」
を
付
け
さ
せ
る
の
が
学

1
1
1
1
%
L

現
議
趨
司
対
抗
引
鑓
A
M叫
d
刈

薄
型
倒
諸
君
対
思
議
対
そ
も
そ
も
「
ゆ
と
り
重
視
」
は
大
都

対
刀
可
塾
で
知
識
そ
得
て
い
る
子
に
と
市
部
の
子
が
夜
の
塾
通
い
な
ど
に
追
わ

っ
て
は
、
体
験
的
な
壁
魯
そ
や
っ
て
く
れ
て
い
る
と
い
っ
た
偏
っ
た
イ
メ
ー
ジ

れ
る
学
校
は
い
い
豊
前
だ
。
だ
が
、
そ
を
も
と
托
し
た
政
策
だ
。
全
国
一
律
に

E
E長組
問

警

内

審

議

し

た

場

合

、

塾

霊

長
位
十
網
野
拐
お
k
ド
立
中
学
の
な
い
地
方
の
子
は
ど
う
す
る

楽
し
い
だ
け
に
終
わ
る
危
険
性
も
あ
の
か
。
地
域
や
階
層
簡
の
豊
富
が
拡
大

司

ず

る

心

配

が

あ

る

。

か
つ
て
は
地
域
社
会
が
担
っ
た
生
活
受
け
血
の
な
い
地
方
で
は
、
勉
強
の

体
警
求
め
ら
れ
、
霊
は
基
撃
カ
不
得
意
な
子
に
は
学
習
支
援
そ
し
、

も
落
と
す
な
と
雷
わ
れ
る
。
学
校
は
期
「
で
き
る
子
」
に
も
先
に
進
め
る
対
応

持
さ
れ
る
役
割
が
多
す
a
c
v
G
。
を
す
る
な
ど
、
公
立
学
校
が
考
え
な
い

口
一
東
京
都
内
の
小
学
五
年
生
の
二
三
と
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
行
政
も
教

%
、
中
学
二
年
生
の
四
三
%
が
、
自
宅
材
や
教
員
を
十
分
手
当
て
し
、
開
政
的

で
ま
っ
た
く
勉
強
じ
な
い
と
い
う
調
査
な
支
援
を
拡
大
す
べ
き
だ
。

れ
ず

学
力
一

2/)f)()、g、之8

i !i可jillj!i
!ii iiiiljijj 

が
あ
る
。
こ
の
層
が
九
二
年
か
ら
九
八

年
に
か
げ
て
品
帰
増
し
た
。
九
二
年
は
現

在
の
学
習
指
導
要
領
が
導
入
さ
れ
、
一

「
指
導
か
ら
支
援
」
へ
と
い
わ
れ
始
め

た
年
だ
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
宿
題
も
ド
リ

ル
も
被
っ
た
。

小
学
校
の
授
業
で
は
ど
の
予
も
楽
し

引
泣
割
引
対
.4

梓
浸

同
泊

15 
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lクラスを複数の教員で指導するヂ
}ムティーチングから発想された。
今年は1年から4J手まで計8クラス
の算数や関轄の捜業を中心に、ボラ
ンティア60人近くj:)効日わっている。。<>• r金魚が4眠います。こっちの水 「おじいさん先生Jらが、子どもた
8月、計10時間かけた1年生の51 槽に2匹移すと、残り時間匹かなj ちの様子を見守る。落ち着かず、横
き算の罷業に誌「お母さん先生jや 教室で鯛っている金魚を実際に水 を向いたりうνつむいたりする子もい
「おりいさん先生Jらが毎回5人か 槽から水槽に移動させてみせた。次 る。 rお母さん先生Jが顔を近づ
ら9A加わった。最拐の捜業は担任 に教材をやユウリにかえ f教頭先生 け、小声で「党生の話をよく闘い
の岡崎恵子先生の考え方の説明から に3本あげると川残りは何本?J。 てjと{足した己十
始まった。， 教室の鱗で、 「お母きん先生」や 全員で例題を解いた後、杭を6人

「
お
じ
い
さ
ん
先
生
」
ら
が
加
わ
り
、
大
勢

で
子
ど
も
の
勉
強
を
手
助
け
す
る

H
E月

四
日
、
一
東
京
都
立
川
市
の
市
立
第
九
小
守

「かいたよJ
l年生が引き算の轍習問題から顔
をあげた。
「ょくできたね。はい、花マルj
赤鉛筆で丸をつけたのは、同級生
のお母さんだ。子どもはちょっと諮
らしげに笑った。

~ 

ん
明
内
，
ι開

dw

協
恐
怖
一
門

I組で向かい合う形に並べかえ、グ l 関崎先生は[捜業中に全員に声在
jレ日ブ学習に移った。 1組にl人の 2 かげで理解したか確認したいが、 l
「お母さん先生Jrおりいさん先 l入では手が賠らず、やるとすれば、
生jらがつき、練習問題に取り組、l居空襲り学習させることになる。支援
む。解げない子には、教材のタイル 者が入れば、韓議のゆで解決でき
を使ったり一緒に摺を折ったりして( るJというc支養護者のl人は「子ど
再選主説明する。書官聞の捜築設むさか l もは、大人が自分について、りつく
のiまって説明するのも自在だ。 り説明してくれることでやる気が増

ずみたいですJと話す。

官
事
器
輸



こ母裏を都返って A観
2 思控事記霊量畿 0) 1霊韓額J~藍@極T難関時護霊撃が襲仏鞍麗がここち畏く Zまって

審7ここ岱壊ですが、震T轟@町議開時選挙では、極7轟韓輔O)fSニ人iこ対する韓

関載を選封、間審聖書を錨H想世帯霊堂輯83豊富!こ対して範32車時離を時離し、金員舎

麟量裏金員-M;草壁寄申し出てくれた人とで各停へ高記事事したことi立Fく品しの撃

欝金j告しく、龍髄詣麓ではありますが琵襲離を睦わえた活動でした。

さで、今年昨夏草毒事量割返ってみると、大事堂暑い騒が事審議、本部重量E害者重量寵

町でも重苦主主を時'(}鱒Ijるiまど郡小額で、どうなる乙とかとや醸していました

が重量よくと震うか、金融のお醸で主主んとか鑑機を観することがで審ましたの

でも、本語!こ重量韓彊ro.n主i謀本思す義主主重量な0)だろうか。地主義的にみると本産
舞嘩(J)ところもあると耳にする贈れど、全体語感をうまく酷せ眠、重義人舗に

措今のところ十分譲うるよう!こ愚えて主主ら主主いのです唖ただ、帯留f村合欝関霊震

がある薬事iこf出轟撞ダム建設Jrこ鑑轄す暮方舟で選んでいる(J)であ轟血栓品
今重量的7昔前村脅耕i謀、大聖堂重重要悪者問題にな思そうです。金重量縛名曲輔霊童皆鶴

者自々を轟ごE芸者(1れ1;[金ら君主いGうも本望患です。軍事君主的知耳豪華十分に生かせ

て今ある主主華大観iこ鐘っていく方法審議苦え主まいとい母者い時期金電器ているよ

うですね。

今年i語、重量襲とは舗に車韓みをもらって、議室入器入で中轟質Fニ事事轟ヘ…諮

で知人事聖書雪(J)毘櫨へ出かfjて謹ました。部7中で曹った私iことって轟で館一時

段、とても髄かしい韓関箆iこ額ますも、静っくりと時韓聖書官轟ぎるの喪講壊し、

もちるん新鮮主主お襲蓄をたっぷ世醸いて大講患者2田豊過ごして審ました。

今i草、シドニーオリンピッ舎が蛤ま哲チレピ!こ範持(jの毎盟ですが、草月

芝豊田!こ大久野晶{蕗島理骨量震帯患神前沖)ヘ出かけることiこ寄っていますa

F羅竜江奇襲撞饗毒事ガス弾関親J(J)記事を罷iこされた方もい尋と患いますが、

老師事奪ガス師事く巷製造していた島{軍事鞠 f地震覇から講Eきれ尭轟J)がこ

(JY:k.矢野晶です申昨年か品鎗まった f臨盟主事鞘荷量童Jrこ護重力ながら平和的学
習をし舎がら欝離しています。 r沖縄サミットjを擁に沖縄舞曲学習悲した
割、 「韓出輔北韓議事めぐ盟Jrこ出か(jた盟、事鞠学習鞠品者としてi立構々 主主

企画iこ参加して、平和的大拐さ桂子供連民主診しでも鮭えたいと戦争体験的設

い親としては、今、私書まりに壊瞳っているところです。大矢野島毘学的襲撃重量

生ど、主党号にてお知らせで審る韓、麗く見、感巴て謹ます。

一均一



難曙襲

イ可年か護者、頼めて剖ゴ}ノレドプラン押という言葉を王手にした。高齢者

の弁護者家族だけの負担に桂せず社会全体で支える為、様々な公的す

-1::スを提供し、高齢者の師生諾の霊童持を向上書せよう、という内容

だったように思う。鋸十ヶ年計額開という離騒がついていたが、その費十

離が実行されたのかどうか、いつのまにか嗣介護保験努という震葉iま

か専を豊富くようになった。ーまをの事長験料を支払うことによって、年齢

iこ達し護事態されれば、その介護華麗に臨じて一割賞揺のもとに最高、月

額35:万円分的サーぜスが受けられるという。そんな語を襲軽量、そのサ
ーぜス分をローンの護請にあてれ段、高齢者が残った機能でよ号快適

に生活できる様なパPアフp一極電への離籍ができるかもしれない、
とか離れて暮す者いた麓の介護に出かける時欝守家撲の為の家事を

頼むことができるのかもしれ設い、と患ったが今年4月から薬擁きまし

てみてそれは不可能だと知った。料用者の様々なニーズに1oえるとよ
く欝われているが私の考えたことは属議々野在中立は入らない突費量訟

もの誌のだろう。そして今ことンぜんプラン詰るものが曜かれてい

仕事者持つ邸女性骨部出麓後も安心して住専事に専患できる機 24時開穣

育者擁襲?に入れた擁護霊醸曹の充実を計るものの藤だ。介護保験もエン

ぜんプランも誰かの支えを率、襲として生搭する属議定童棄却をその道のブ

ロである商他人議開の事iこ蓄量ねることを前提とした発想のよう院患え

る。しかし、 特に子供i立大勢の中のひと号、としてではなく、いつで

も鹿分のことだけを見つめてくれるという幅安心持の中で人生をスタ

ートして離しい。“女性暗部安aむして控事を犠ける識という考え方こそ、

高子育ては女性だけの仕事問という議題急が島る犠iこ愚弘子育てをす

る属探官費者時は父親であっても母親?であってもかまわない響だ。子換

に支えが必要警な関、党親であれ、母親であれ、充分えま期鶴、職場を離

れることができる犠な社会的な支接こそ襲みたい。諒まぐるしく変化

進言辞する現代社会において、何年もの罪悪職場を離れることはそれ拡大

変悲ことに遣いえZい。しかし韓は一方的に子供者育てているわけでは

悲し九子供記よって嘗てられる部分がどんなに大きいことか。子育て

によって…喜一量産し、どん設場合でも捜し、守号、計算と段取号だけ

ではどうにもならないことを実感して職場に寵轄した人間は職場拡と

っても大き令指謹iこえtると信じたい。犠々之主立場的人選がそれそれの

一流ー



立場を尊重し共生することによって、パランスのとれた職場や社舎が

成立すると患う。最近耳にする蝶々なプランは、 i設入を伴う職を持つ

人間を 1人でもふやし、韓較を増やそうとしている構位患えてしまう。

その内、昨今それでなくても餌かと濡身の狭い私の識な専業主矯の為

のオパチャンプランを作ってくださるのかもしれない。こんなことを

イライラと考えてしまうのは、殊の外最長しい今年の残暑のせいなのだ

ろうか。

(1王.0)

ょをネの撰者訪ねて

君島の諦め高知蟻め~tJH村にある幅モネの麗骨へ行ってきた。そこ

は少し離にテレピで紹介されていて、その暁鐘は、私の盛行ってみた

い歓聾醇をかきたてた。重信町から車で斡 3時開半。 ~tJII村へ入る逮

中のJIIは、水が構々と掩れていて、その景観は見る者を飽きさせ設い。

新しも松UJでは水不建が盛んに言われていた時だったので、その水量

辻義ましい鰻哲だった。

私の懇骨量より山奥iこ重贈られていた幅母ネの藤野 i立、それだけにひっそ

容とした雰臨気を持っていた。 fフランスから春の愚jというキャッチ

プレーズが著書いてあるパンフレットの一文を紹分しよう。

この躍は、時議長線の画家クロード@モネがこよなく費した

フランスのジヴエノレエーの躍から f識の藤j と f誌の躍Jを

そヂルに轟jられています。

曜を散策すると、ょをよ宇部播いていた風景北出会うことができ

ます。*'護軍拡映る木々や草花の業しい藤子は、土佐のまぶしい

光と青い擁を背景に盟準軒々の畠無摸識を描きだしてくれま

す。木々の成長とともにとの襲をかえる躍は、君主れるたびに

新しい麗景を見せてくれます。日本語患のしっと事と蕗ち着いた

f諸島の騒j とフランス騒の繊細で薬しい f才Eの露Jは、絶妙t.t.
ハーモニーを奏でています。

(一部賂)
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陣内にはモネの名欝{レプリカ〉を展示し、モネの画集やガーデニン

グに関する書物が見られるギャラリーやワイナ!J-、レストランもあ

る。

私はまず、青い睡蓮を見るために棋の庭へ足を向けた。平日にもかか

わらず、女性グル}プ、若いカップノレ、家族連れ、夫婦連れと、たく

さんの人選とすれ違った。又、他県からの来留者も多いらしく、駐車

場には高知ナンパ}と他県ナンバーが半々だ。

モネの庭は今年4月に開演した。

高知市からでも車で1時間半かかる地理的な不利や冬場等の季節的な

不利を考えると、これからの独自の工夫が必要だろう。

今のままでは、来煙者は減少するかもしれない。

何より、一度訪れた人にもう一度足を向けさせる為に知恵をしぼらな

ければ、せっかくの施設が寂れてしまいかねない。

~tJlI村は、モネの庭の近くに中間慎太郎の生家があり、そのそばに彼

の記念館をつくっている。‘

さらに、上流には、ヰtJJI温泉がある。

地域援輿の柱として創られたであろうこれらの施設は、そこに一日中、

ゆったりとした時を求める入には良い所だと患う。

おさんぽ会
日時:10 JiJ 7日(土)2:00から
場所:かすみの轟か緑化セン聖一あたりの軍信JIIの土手を

歩きましょう

集合場所:町民会館

出会い聾も計留しています。皆さんのご要望をおよせください。

くらしの学習会では、随時会員を募集しています。

活動会員 2000門/年 購読会長 1問。円/年

振込口座番号(郵便局) くぢじの学習会; 016iò-5~21026 ‘ 

問い合わせ先 TEL . FAX 089-964←6956 林)
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